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今年 8月 末、川原洋子さんの案内で安野フィー

ル ドワークを行うことができた。広島の加害の歴

史を学びたいとの相談を受けてきた若い世代 (Fl:

会人)か らの要望を伝えたとろ快く引き受けてく

ださり、普段見学できない場所にも案内して頂い

て大変有意義であった。その概要を報告する。 8

時半、市内中広をレンタカーで出発。若い世代 3

人と川原さん、多賀の5人である。まず、安野発電

所で概要説明後、坪野貯水槽まで_卜がり川原さん

と中国電力の方の説明後、「安野中国人受難之碑 J

に向かう。川原さんが、持参資料の、碑に刻まれた

名前にふれる遣族たちの写真等を見せて「碑のは

たり
~役
割は大きいことを感じたJと 話された。中

国人被爆者の碑の建立に仲間と取り掛かつている

私にとって特に印象的であつた。

津浪収容所跡、香草収容所跡での説明の後、香

草工事現場跡に進んだ。川原さんが「ここは朱継

発さんが トロッコでの運搬作業中事故に遭つた場

所です。Jと 現場で トロッコの軌道跡を示した後、

持参していた菓子箱のようなものを開けられた。

中にはトロッコの模型が入つていて驚いた。出発

の時から「なぜ菓子箱 ?を持参Jと 思つていたか

らである。トロッコ模型を取り出して、「これは裁

判の時の言正言補強資料として協力者に写真を見て

もらって作つてもらつたものなんですよ。Jと 言い

ながら「トロッコがこう転がつて、宋さんが・‥ J

多賀 俊介

と身振り手振りで説明された。その現場でのお話

はこれまでもお聞きしたことはあるが、 トロッコ

模型を使いながらの今回の説明は、さらに印象深

く、裁判勝利に掛けられたた強い思いも少しかも

しれないが感じることができた.

「今回は、中国電力の方にお願いして今まで行け

てなかつた所も行きますよ。」とのお話で向かつた

のは ,川の導水 トンネルが地上に姿をあらわして

いる場所で、初めてその様子を見ることができた。

硬い岩盤を掘つて高さ 幅が3～ 3 5mの 導水

管を全体約 8kmにわたって設置する工事、もし

自分が強制的に従事させられていたら飢えと寒さ

の中でどんな思いだつたであろうと勢いよく流れ

る水を見ながら考えた.土居取水口では中国電力

の方が普段は使っていない川に浮かんだゴミ、木

等を掬い取る装置を稼働して見せてくださつた。

以前は入力だつたというからこれも大変な作業で

あったろう。

帰りに津i_k「道の駅Jで遅い昼食を取つた。ここ

でアユの塩焼きとか焼いておられる町議会議員さ

んと川原さんが親しく話をされているのを見て、

地元の方や中国電力とも良い関係を作りながら長

い闘争を続けてこられたのだなと改めて感じた。

そしてこういつた取り組みを若い世代に伝える機

会が持てたことを感謝し、こういう機会をさらに

作るのが私の義務と決意した。
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小島 亜佳莉

安野発電所への中国人強制連行についてこれま

で人から話を聞いたりしていましたが、今回初め

て実際に現地を訪れることができました。当時掘

られたトンネルの場所や発電所のしくみ、現在も

当時のまま残つている場所など、自分で調べて現

地を訪れただけでは分からなかったことをたくさ

ん教えていただきました。また何よりも被害者の

方々と実際に接しながら証言を聞いてこられた川

原さんからまさにその場所でお話を聞くことで、

そこに働き苦しんでいた人々のことを前よリリア

ルに感じることができました。

しかし一方で、食べるものや着るものもままな

らない劣悪な環境や日本軍による差男1や暴力のな

か、あの山のな力ヽ こ8キロのトンネルを掘るなど

の過酷な労働がどれはどのものだったかというの

は、自分自身まだまだ想像してもし尽くせていな

いだろうと思います。多くの朝鮮人を連行しても

労lgl力が足りなくなった建設会社が中国人の「移

入」を何度も政府に要請し実現したというお話を

聞き、「国策」としての上からの暴力だけではなく、

むしろそういった市民の植民地主義の意識が侵略

戦争を支えたのだなということを改めて感じまし

た。日本の植民地主義・カロ害の歴史は、国としての

責任はもちろんですが、中国や朝鮮などアジアの

人々への差別意識の問題など未だ続いている問題

として、自分にできることに取り組んでいきたい

と思います。

金井 良樹

実際に中国人たちが収容されていたり、働かさ

れたり、事故に遭つた現場でお話を聞いていると、

よリー層それぞれの証言が大変重く感じられ、当

時のうめき声が聞こえてくるようでした。

劣悪な労働環境の中、重い石を運び出しながら

山の中でトンネルを掘り進めた距離の途方もなさ

や絶望感は、車で移動しながらではとても理解で

きるものではないですが、現地でしか感じられな

いこと、学びが多くありました。

そして、これほどの苦痛を強いておきながら、

つい最近まで何の謝罪も救済もされなかつたこと

は、戦後も継続した日本の植民地主義、戦後処理

のまずさを象徴していると改めて感じました。

また、被害者の声に耳を傾け共闘した人々の営

み、そしてその結品としての「安野 中国人受難之

碑Jを 目の前にすると、広島で語られる「平和J

が、ほとんど「日本人Jの 「被害Jに しか光を当て

ないことに対する抵抗の.■のようにも思えました。

このような地道な取り組みへの敬意を表しつつ、

私たちが継承 発展させていかなければという思

いを新たにしました。

暑い中、案内をしていただき本当にありがとう

ございました。
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